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醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
大
法
要
を
迎
え
る
に
あ
た
り

�

大
原
　
弘
敬

今月の掲載内容

・
醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年

　  

慶
讃
大
法
要
を
迎
え
る
に
あ
た
り�

1

・
録
事�

2

・
宗
派
だ
よ
り�

3

・
末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り�

3

・
本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

・
醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ�

3

令
和
六
年
三
月
六
日
発
行

発
行
所　
真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁

　
　
　
　
京
都
市
伏
見
区

　
　
　
　
　
醍
醐
東
大
路
町
二
十
二

　
　
　
電　
話 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
〇
〇
二

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
五

−
五
七
一

−

〇
一
〇
一

醍
醐
寺
は
千
年
と
い
う
悠
久
の
時
を
経
て
、
本
年
開

創
千
百
五
十
年
慶
讃
大
法
要
を
迎
え
ま
す
。

永
い
歴
史
の
中
で
は
、
落
雷
や
応
仁
・
文
明
の
大
乱

の
余
波
に
よ
っ
て
、
堂
宇
が
こ
と
ご
と
く
灰
燼
に
帰
し

て
し
ま
う
法
難
に
も
堪
え
忍
び
、
先
人
の
叡
智
の
結
集

に
よ
っ
て
天
暦
盛
時
の
姿
を
今
に
留
め
、
平
成
六
年

十
二
月
に
は
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、木
の
文
化
・

紙
の
文
化
の
伝
承
の
宝
庫
で
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
法
悦

至
極
に
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
節
目
の
年
に
醍
醐
寺
執
行
長
・
醍
醐
派

宗
務
総
長
と
し
て
大
役
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

も
仏
縁
で
あ
り
、
天
命
で
あ
る
と
深
く
心
に
刻
み
、
改

革
の
為
、
不
撓
不
屈
の
精
神
で
不
惜
身
命
を
貫
く
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

凛
と
し
た
静
寂
の
中
、
醍
醐
寺
境
内
の
梵
鐘
の
音
と

共
に
三
宝
院
本
堂
の
朝
勤
行
の
読
経
が
始
ま
り
ま
す
。

堂
内
に
読
経
の
渦
巻
く
な
か
、「
な
ぜ
理
源
大
師
は
、

笠
取
山
に
草
庵
を
結
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
理
源
大

師
に
思
い
を
巡
ら
せ
ま
す
。

『
醍
醐
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、

聖
宝
は
貞じ

ょ
う
が
ん
じ

観
寺
の
一
部
で
あ
っ
た
普
明
寺
（
現
在
の

京
都
市
伏
見
区
深
草
の
あ
た
り
に
位
置
し
た
お
寺
）
で

七
日
間
仏
法
相
応
の
霊
地
を
与
え
ら
れ
ん
こ
と
を
祈
念

し
た
と
こ
ろ
、
笠
取
山
に
五
色
の
雲
が
た
な
び
く
の
を

見
つ
け
て
登
り
ま
す
。
そ
し
て
湧
き
出
る
泉
の
水
を
飲

ん
で
「
醍
醐
味
で
あ
る
」
と
称
賛
す
る
老
翁
に
出
逢
い

ま
す
。
聖
宝
は
「
こ
こ
に
精
舎
を
建
設
し
て
、
仏
法
を

弘
め
る
た
め
に
永
く
そ
の
基
礎
と
な
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
問
う
た
と

こ
ろ
、
老
翁
は
「
こ
の
山
は
か
つ
て
仏
が
修
行
さ
れ
た

所
で
、
諸
天
が
仏
を
お
護
り
し
、
仏
が
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
な
さ
っ
た
所
で
あ
る
。
す
ぐ
れ
た
神
の
お
ら
れ
た

所
、
如
意
宝
生
す
る
嶺
、
功
徳
集
聚
す
る
林
…
云
云
、

自
分
は
こ
の
山
の
地
主
神
で
あ
る
。
こ
の
山
を
永
く
和

尚
に
さ
し
上
げ
る
が
、
仏
法
を
弘
め
人
々
を
救
う
た
め

に
、
自
分
も
あ
な
た
を
護
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
た

ち
ま
ち
に
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
主
神
は
横

尾
明
神
と
い
う
神
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
醍
醐
寺
は

聖
宝
理
源
大
師
が
貞
観
十
六
年
（
八
七
四
）
に
上
醍
醐

山
上
で
地
主
横
尾
明
神
の
示
現
に
よ
り
、
醍
醐
水
の
霊

泉
を
得
、
草
庵
を
建
て
、
准
胝
、
如
意
輪
の
両
観
音
像

を
安
置
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

他
方
、
霊
泉
と
龍
と
の
か
か
わ
り
も
深
く
、
古
代
中

国
の
戦
国
時
代
に
書
か
れ
た
『
管
子
』
に
も
「
龍
は
水

か
ら
生
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

諸
説
あ
り
ま
す
が
「
清
瀧
権
現
（
善
女
龍
王
）」
は
、

延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
頃
に
聖
宝
に
よ
り
現
在
の
安
置

所
で
あ
る
醍
醐
寺
山
頂
に
降
臨
し
留
ま
っ
た
と
い
う
伝

承
が
あ
り
ま
す
。
清
瀧
権
現
は
密
教
を
守
護
す
る
女
神

で
あ
り
、
弘
法
大
師
空
海
が
中
国
よ
り
帰
国
す
る
際
、

共
に
海
を
渡
り
、
神
泉
苑
で
請
雨
修
法
の
際
に
出
現
し
、

日
本
に
飛
来
し
複
数
の
寺
を
巡
っ
た
後
、
醍
醐
寺
に
伝

え
ら
れ
る
真
言
密
教
を
守
護
す
る
女
神
と
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

理
源
大
師
が
自
ら
刻
ま
れ
た
准
胝
観
音
・
如
意
輪
観

音
は
清
瀧
権
現
の
本
地
仏
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
霊

泉
の
湧
く
聖
地
に
、
い
か
に
重
き
を
置
か
れ
て
い
た
か

は
た
や
す
く
推
察
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
醍
醐
寺
の
鎮
守
で
あ
る
清
瀧
権
現
降
臨
地

（
本
宮
の
峰
）
や
奥
の
院
は
、
近
年
の
度
重
な
る
風
水

害
な
ど
の
影
響
を
う
け
、
荒
廃
の
極
み
で
あ
り
、
立
ち

入
る
も
の
も
な
い
危
険
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
私
は
一

刻
も
早
く
、
こ
の
霊
地
を
再
興
い
た
し
た
く
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

来
る
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
大
法
要
に
向
け
、
全
末

寺
・
教
会
教
師
・
修
験
道
行
者
・
醍
醐
青
年
会
会
員
諸
師
・

法
縁
の
皆
様
、
一
人
ひ
と
り
の
愛
山
護
法
の
念
と
、
お

力
を
集
結
し
、
一
味
和
合
・
大
同
団
結
し
、
厳
粛
か
つ

盛
大
裡
に
無
魔
成
満
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
伏
し

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

既
に
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
記
念
事
業

で
あ
り
ま
す
「
法
流
の
杜
」
に
対
し
ま
し
て
も
、
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
・
物
価
高
騰
・
宗
教
心
の
希
薄
化
・

宗
教
界
の
信
用
の
失
墜
等
、
大
変
厳
し
い
状
況
下
で
の

御
寄
進
に
は
心
痛
む
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
か

ご
理
解
ご
協
力
の
程
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

南
無
聖
宝
尊
師�

合
掌
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▼
責
任
役
員
任
命

令
和
五
年
十
一
月
十
二
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

明
星
院�

神
山　

澄
明

�

神
山　

友
子

十
二
月
十
七
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

弘
詮
寺�

菱
本　

智
広

�

谷　
　

真
光

令
和
六
年
一
月
八
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

菅
谷
寺�

荒
木　

晃
道

�
山
岸　

悦
子

一
月
十
一
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

八
代
龍
王
神
感
寺

�

岩
佐　

昌
暢

�

東
盛　

康
二

　
　
　

島　

根　
　
　

秋
葉
寺�

井
塚　
　

融

�

松
本　
　

勉

一
月
二
十
日

　
　
　

三
河
東
部　
　

法
嚴
寺�

坂
巻　

恵
介

�

大
江　

泰
枝

　
　
　

三
河
東
部　
　

寿
命
院�

森　
　

充
善

�

森　
　

宣
幸

　
　
　

三
河
東
部　
　

快
泉
院�

三
宅　

孝
雄

�

田
中　
　

勝

　
　
　

三
河
東
部　
　

威
寳
院�

中
村　
　

修

�

朝
岡　

優
子

�

永
井　

孝
始

�

鈴
木　

幸
久

▼
総
代
委
嘱

令
和
五
年
十
一
月
十
二
日

　
　
　

三
河
西
部　
　

明
星
院�

本
間　
　

徹

�

宇
野　

達
朗

�

本
田　

栄
一

令
和
六
年
一
月
九
日

　
　
　

和
歌
山
（直）　
　

空
海
院�

森
川　

靖
明

�

森
川　

清
治

一
月
十
一
日

　
　
　

尾　

張　
　
　

大
龍
院�

安
藤　

正
之

�

伊
藤　

修
一

�

河
井　

講
一

　
　
　

大　

阪　
　
　

八
代
龍
王
神
感
寺

�

岩
佐　

信
子

　
　
　

島　

根　
　
　

秋
葉
寺�

岩
田　

剛
史

�

草
間　

清
利

�

高
橋　

仙
夫

一
月
二
十
日

　
　
　

三
河
東
部　
　

法
嚴
寺�

大
江　

利
和

�

中
野　

和
拓

�

杉
田　
　

茂

　
　
　

三
河
東
部　
　

寿
命
院�

森　
　

紀
英

�

伊
藤
美
由
貴

�

森　
　

充
善

�

森　

恵
美
子

�

森　
　

宣
幸

　
　
　

三
河
東
部　
　

快
泉
院�

戸
苅　
　

敏

�

戸
苅　

達
仁

�
戸
苅　

安
夫

　
　
　

三
河
東
部　
　

威
寳
院�
小
泉　

栄
男

�
村
尾　

光
弘

�

伊
藤　

勝
久

一
月
三
十
日

　
　
　

肥　

前　
　
　

良
源
寺�

小
出　

泰
一

▼
承
認
・
証
明

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日

　
　
　

新　

潟　
　
　

醫
王
院

�

宗
教
法
人
解
散
の
件

▼
死
亡

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
日

　
　
　

兵　

庫　
　
　

権
律
師�

小
森　

直
栄

令
和
六
年
一
月
六
日

　
　
　

兵　

庫　
　
　

大
律
師�

氏
脇　

晃
妙

一
月
十
二
日

　
　
　

大　

阪　
　
　

権
中
僧
都�

金
山　

好
善

録
　
事

１　�僧籍を有する方で、健康で信仰心があり、
後進の育成に努力を惜しまない方。

２　�給与　１７万円以上。
３　�住居を用意（山内居住の場合は居室を用
意）。また、通勤の場合は交通費を一部
支給。

４　�休日は年間７５日、有給休暇法令通り付与。
５　�健康保険、厚生年金加入。
６　�勤務地は総本山醍醐寺。学院の寮監、
随行を含め若干名を募集。

　　※募集要項詳細はお問い合わせください。

京都市伏見区醍醐東大路町22
総本山　醍 醐 寺

醍醐寺僧侶職員募集
〔
お
詫
び
と
訂
正
〕

　
「
神
変
別
冊
宗
派
だ
よ
り
」
令
和
六
年
二
月
号
三
頁
中
段

録 

事
の
「
責
任
役
員
任
命
」
の
記
事
の
中
で
「
十
二
月
一
日

　

三
河
東
部　

清
寳
寺　

中
川●

真
隆
」
師
は
「
中
条●

真
隆
」
師

の
誤
り
で
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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『
同
和
問
題
』
に
と
り
く
む
宗
教
教
団
連
帯
会
議　

第
四
回
第
一
連
絡
会

　

令
和
六
年
一
月
十
七
日(

水)　

研
修
棟

　
　

出
席
：
浦
郷
宜
右 

教
学
部
長
、
飯
田
俊
海 

教
学
課
長
補
佐
、
岡
田
文
史

新
潟
五
大
力
尊
仁
王
会
法
要

真
言
宗
醍
醐
派
新
潟
二
酉
会
主
催　

真
言
宗
醍
醐
派
新
潟
青
年
会
協
力

　

真
言
宗
醍
醐
派
総
本
山
醍
醐
寺
・
真
言
宗
醍
醐
派
新
潟
宗
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
潟
県
観
光
協
会
・
新
発
田
市
観
光
協
会
後
援

　
　

五
大
力
尊
仁
王
会
法
要　
　

新
潟
県
新
発
田
市　

菅
谷
寺
に
て
厳
修

　
　

令
和
六
年
四
月
十
四
日（
日
）　

午
前
の
部　

午
前
十
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
の
部　

午
後　

二
時

　
　

当
日
限
定　

五
大
力
尊
御
影
（
二
千
円
）・
五
大
力
尊
御
朱
印
（
五
百
円
）

　
　
　
　
　
　

※
法
要
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

祇
興
院　

℡
〇
二
五
〇‒
四
二‒

五
七
五
八
ま
で

初
授
戒
会

　

令
和
六
年
一
月
五
日（
金
）　

午
前
十
一
時　

伽
藍　

金
堂 

　
　

受
者
二
十
一
名

初
聖
寳
会

　

令
和
六
年
一
月
六
日（
土
）　

午
前
十
一
時　

上
醍
醐　

開
山
堂

後
七
日
御
修
法

　

令
和
六
年
一
月
八
日（
月
）　　

開
白

　
　
　
　
　
　
　

十
四
日（
日
）　

結
願

　
　
　
　
　
　
　

教
王
護
国
寺 

　
　
　
　
　
　
　

供
僧
（
神
供
）：
三　

重　

別
格
本
山
大
宝
院　

岩
鶴
密
雄 
僧
正

　
　
　
　
　
　
　

承
仕　
　
　
　
：
三　

重　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村
眞
悠

　
　
　
　
　
　
　

随
行　
　
　
　
：
北
海
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原
隆
明

塔
頭　

金
剛
王
院
一
言
寺　

初
護
摩
供

　

令
和
六
年
一
月
十
七
日（
水
）　　

午
前
十
時
三
十
分 

醍
醐
寺
第
百
四
世
座
主
壁
瀬
宥
雅
大
僧
正
入
山
式

　

令
和
六
年
一
月
二
十
二
日（
月
）　

午
前
十
時
三
十
分

　

歴
代
座
主
奉
告
参
拝　

三
宝
院　
　

弥
勒
堂
・
入
山
お
待
ち
受
け
挨
拶　
　

三
宝
院　

表
書
院

　

第
百
三
世
順
和
大
僧
正
焼
香　
　
　

三
宝
院　

奥
居
間

　

入
山
奉
告
法
要　
　
　
　
　
　
　
　

伽
藍　
　

金
堂

醍
醐
寺
用
達
会
物
故
者
法
要

　

令
和
六
年
一
月
二
十
四
日（
水
）　

午
後
四
時　
　
　

三
宝
院　

弥
勒
堂

伝
法
灌
頂

　

令
和
六
年
一
月
二
十
六
日（
金
）　

午
前
八
時
開
壇

　

受
者　

伝
法
学
院
生　
　
　
　
　
　
　

七
名

　
　
　
　

三
宝
院
流
憲
深
方
特
別
伝
授　

五
名

　
　
　
　

醍
醐
派
末
寺
徒
弟　
　
　
　
　

三
名

　

三
昧
耶
戒　
　
　

三
宝
院　

純
浄
観

　

初
夜　

金
剛
界　

三
宝
院　

弥
勒
堂

　

後
夜　

胎
蔵
界　

三
宝
院　

弥
勒
堂

総
務
部
よ
り

　

宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
は
、
毎
年
会
計
年
度
終
了
後
四
月
以
内
に
役
員
名
簿
と
財
産
目
録
の
写

し
を
所
轄
庁
（
都
道
府
県
庁
）
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（『
宗
教
法
人
法
』
第

二
十
五
条
第
四
項
）

　

こ
の
他
に
も
、
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
境
内
建
物
に
関
す
る
書
類
、
事
業
に
関
す
る
書
類

の
写
し
の
提
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す（
詳
細
は
、真
言
宗
醍
醐
派
宗
務
本
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
、
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

宗
務
本
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
を
本
庁
に
も
提
出
い
た
だ
く
こ
と
を
、
宗
教
法
人
並
び

に
非
宗
教
法
人
の
寺
院
・
教
会
に
お
願
い
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
寺
院
・
教
会
は
、
適
切
な
運
営
の
た
め
、
当
該
寺
院
・
教
会
規
則
に
基
づ
き
、
責
任
役
員

及
び
総
代
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
責
任
役
員
・
総
代
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
任
期
満
了

に
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

財
務
部
よ
り

　

宗
費
賦
課
金
を
ご
納
入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
の
宗
費
賦
課
金
は
三
月
三
十
一
日
が
納
入
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
納

入
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
目
の
納
付
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、「
宗
費
割
当
額
報
告
書
」
を
未
提
出
の
宗
務
所
様
は
早
目
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

併
せ
て
醍
醐
寺
開
創
千
百
五
十
年
慶
讃
事
業
義
納
金
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
学
部
よ
り

九
星
気
学
「
暦
と
気
学
」
講
習
会　
（
Z
o
o
m
参
加
、
後
日
視
聴
可
）

　

令
和
六
年
三
月
二
十
五
日（
月
） 

～
三
月
二
十
六
日（
火
）　

研
修
棟

　
　
　
　
　
　
　

二
十
五
日　

午
前
の
部
：
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
零
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
の
部
：
午
後
一
時
～
午
後
四
時

　
　
　
　
　
　
　

二
十
六
日　

午
前
の
部
：
午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
の
部
：
午
後
一
時
～
午
後
三
時

　

講　

師
：
石
原
明
順 

先
生
（
伝
法
学
院
特
別
講
師
）

　

受
講
料
：
ご
来
山
参
加
者
は
五
千
円
、
Z
o
o
m
参
加
者
は
八
千
円

　
　
（
但
し
、
令
和
三
年
度
、
令
和
四
年
度
伝
法
学
院
卒
の
方
は
無
料
）

　

※
伝
法
学
院
で
行
っ
て
い
る
特
別
講
義
の
内
容
そ
の
ま
ま
を
受
講
で
き
ま
す
。

　

※
受
講
希
望
者
な
ら
び
に
お
問
い
合
わ
せ
は
教
学
部
ま
で
。

　

教
学
部
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
の
ご
要
望
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

 
現
地
で
の
開
催
希
望
の
場
合
は
宗
務
所
単
位
や
、
あ
る
程
度
の
参
加
人
数
で
の
ご
相
談
と
な
り
ま

す
の
で
、
是
非
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

桜
会
開
白　

大
般
若
転
読
法
要　

　

令
和
六
年
三
月
十
五
日（
金
）　

午
後
三
時　
　

伽
藍　

清
瀧
権
現
社

彼
岸
会

　

開
白　

令
和
六
年
三
月
十
七
日（
日
）　

午
前
十
時　
　
　
　

平
座
理
趣
三
昧　

三
宝
院　

弥
勒
堂

　

中
日　

令
和
六
年
三
月
二
十
日（
水
）　

午
前
十
時
三
十
分　

土
砂
加
持
法
要　

伽
藍　
　

観
音
堂

　

結
願　

令
和
六
年
三
月
二
十
三
日（
土
）
午
前
十
時　
　
　
　
平
座
理
趣
三
昧　

三
宝
院　

弥
勒
堂

本
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

末
寺
・
教
会
・
醍
醐
寺
だ
よ
り

宗
派
だ
よ
り

醍
醐
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ



　　 別冊　宗派だより　令和６年３月号
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土
山
印
刷
株
式
会
社

よりいっそう桜舞う時期に合わせ、2024年より桜会の期間・行事を
変更いたします。
※昨年までの開催期間は、4/1～4/21としておりました。

3/15（金） 桜会開白 大般若転読法要

 4/  1（月） 桜会中日 柴燈大護摩法要

 4/14（日） 豊太閤花見行列

 4/15（月） 桜会結願 恵印三昧耶法要

醍醐寺開創1150年慶讃事業義納金について

［お問い合わせ］宗務本庁 TEL：075-571-0002

　今般の義納金は、醍醐寺開創以来1150年に亘って受け
継がれてきた法流伝承の象徴として「法流の杜」を整備
するための大切なものです。
　詳細はお手元のパンフレットをご確認いただき、是非
お早目の納入をお願いいたします。
　ご不明点は宗務本庁までお問い合わせください。


